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論 文 内 容 の 要 旨
1.本 論文は脳波 ・光駆動反応の年齢横断的、縦断的記録により、学童期における脳機能の
発達過程を明らかにしたものである。本研究により、脳内 リズム機構の発達的変化及び前





























§2精 神遅滞児の脳波 ・光駆動反応の特徴と心身機能発達の特徴 との関連





























(2)周 波数の移行は9～10歳 期を中心に して生 じており、この移行期には脳波パタンの個


















は6～7歳 期には弱 く、12歳 以降強 くなる。これは学童後期に前頭一後頭結合が強まるこ
とを示すが、著者はさらにこれは前頭領域の成熟を示す ものと理解 している6精 神遅滞児
ではその年齢に比 し前頭領域が特に未成熟であると見倣 しうる例が少なからず認められる。
第3部 は2章 に分かれ、第・6章では、健常学童と精神遅滞児のぞ・れそれについて脳波と
光駆動反応の特徴を概括 し、(1>脳 波6光 駆動反応の周波数特性並びに部位間関係の特徴
か ら、学童期の脳機能の発達を3段 階6水 準に分けることができるとしている。第1段 階
は徐アルファ波とシータ波の出現によって特徴づけることのできるより低年齢期の未発達
カ
な段階である(6歳 から9歳 に分布)。 第2段 階は徐アルファ波優位あるいは徐アルファ
波か ら速アルファ波への優勢周波数の移行によって特徴づけられる脳発達の移行段階であ
る(8歳 か ら13歳 に分布)。 第3段 階は、速アルファ波の優位性が確立 した成人期の脳波





























の機能の発達を論 じたことは、全 く新 しいことであった。
本研究で明 らかにされた知見を3つ の側面から意義づけることができる。すなわち、発達
研究、精神遅滞児研究および生理心理学的研究における意義である。




め、この点の研究があまり進展 しなかった。今後本研究で得 られた知見を土台 として、心理
発達と脳の生理的機能の発達 との相互関係に関する研究が進展することが期待される。
精神遅滞児研究における意義 としては、第1に 脳機能の発達水準を評価する可能性を拓い
たこと、第2に 前頭領域の生理的機能の未発達の問題を指摘 した ことが挙げられる。 これま
で精神遅滞児脳波の類型化や一般的特徴の抽出をはかった研究は少なくないが、個々人の発











準とされるものが対応 しない例 も1・2認 められたが、これらの例の分析が行われていない。
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本研究の評価法の妥当性や意味を論ずる上でこの点は極めて重要であり、今後の検討が望ま
れる。本砕究は高次の心理機能 との関係を直接の研究対象とせず、生理学的色彩の強いもの
であるが、心理発達との関連研究のための確かな土台を構築 したものとして評価できる。
よって教育学博士の学位を授与することを適当と認める。
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